
【セクター】

【市場】

【業績】 （単位：売上、純利益は百万ドル、EPS、DPS、BPSはドル、ROE、⾃⼰資本⽐率は％）

決算期 売上高 純利益 EPS DPS BPS ROE 自己資本比率

15年12月期 74,989 16,074 21.58 0.00 175.1 14.3 81.6

16年12月期 90,272 19,657 26.29 0.00 201.1 15.2 83.0

17年12月期 110,855 24,467 33.72 0.00 219.5 16.8 77.3

※EPS：1株当たり利益、DPS：1株当たり配当、BPS：1株当たり純資産、ROE：株主資本利益率 （出所）BloombergデータよりSBI証券が作成

【主要指標】 　

図表1 世界の広告市場（17年） 図表2 ネット⼈⼝上位国でのGoogle検索シェア（17年11⽉）

　　　 　

（SBI証券　投資情報部　榮　聡） （更新⽇ 18/8/28）
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　　　　（出所）PWC資料よりSBI証券が作成 　　　（出所）アウンコンサルティング資料よりSBI証券が作成

【会社の⾒⽅】
世界のネット広告市場は17年に前年⽐21％伸び、18年も好調が持続する⾒通しです。同社は世界シェア約4割を占めるとされ、市場拡
大に沿った売上増加が期待されます。一⽅、同社はデジタル分野での高シェアが災いして、17年6⽉にはネット検索で⾃社ショッピングサイ
トを優遇したとして24億ユーロ、18年7⽉には「アンドロイド」OSを携帯端末43億ユーロの罰⾦⽀払いを命じられています。欧州では当局
からの規制が強まっており、事業展開に影響が出ないか注視していく必要がありそうです。

【⾒通し・注目点】
ホームオートメーションの要になると目される、スマートスピーカーで同社の「グーグルホーム」がアマゾンの「エコー」とトップ争いをしている点が注
目されます。「エコー」が先⾏していますが⾃然⾔語の認識能⼒は「グーグルホーム」のほうが高いとされ、シェア差は縮⼩傾向です。また、⾃
動運転⾞開発の「Waymo」は、800万キロの試験⾛⾏実績をもち、世界に多数ある⾃動運転⾞開発プロジェクトの中でも先頭集団の1
社と考えられます。18年7⽉には、⾃動運転試験⾞両をウォルマートなど大⼿企業に利⽤してもらうパイロットプログラムを発表しています。

【企業概要】
インターネット検索でグローバルシェアが6割を超えるほか、YouTube、グーグルマップ、アンドロイド、Gmailなど利⽤者が世界で10億⼈を
超えるサービスを複数擁することが魅⼒の会社です。売上の86.0％がネット広告、12.9％がコンテンツ配信、クラウドサービス、「グーグル
ホーム」などのハードウェア等、1.1％が⾃動運転⾞開発の「Waymo」、サーモスタットの「Nest」などの「その他の賭け（Other bets）」
部門です（17年12⽉期）。
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